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・鱗溝を恥lて、シンナーについこ貞分たちにも依細こ移る

可成饉膳十分にあると思いさした。

・高嶺を卒離して社会に出た古壷、薬轍こ珊わ魯ことがあっても、

決して手を出さず絶河に断ろうと思いさした。

・薬鞄を伴っていた本人嵐貞分の変化に荒つか掛叱言うこと

に驚き手した。

・薬物を誘われたら断る勇気と、とのやっている人がやあられる

さうに力に馨りたい。

計等さんの感想から～鍍雑に縫ち糾lた虎に～

自分のことをしっか用胤ること。

・正しいね故を身につけること。

・常に大切なんなくしたく倒1人のことを思い浮かべ魯こと。

・自分の好宣啓琴・興噂のある事を見つけるこ仁。

・不重な気持ちを一人でかかえ倒lこと。
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